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23)ビ タ シ ェー ドガ イ ドの 信 頼 性 に つ い て

○板 倉 慧典,釜 田 朗,中 條 雅人,中 島 大誠,

清野 晃孝,森 川 公博1,齋 藤 高弘

(奥羽大 ・歯 ・診療科学,森 川歯科 クリニ ック1)

【目 的 】 ビ タパ ンク ラ シカル シ ェ ー ドガ イ ド(以

下 シ ェ ー ドガ イ ド)は,臨 床 で 頻 用 され て い る

シ ェ ー ドガ イ ドで あ り,多 くの歯 科 医 療 現 場 で 歯

冠 色 の 色 調 選 択 基 準 と して 用 い られ て い る 。 しか

し,そ の 製 作 工 程 は熟 練 した作 業 員 が金 型 を使 用

した 手 作 業 に よ る もの で あ り,シ ェ ー ドガ イ ドが

均 一 に製 作 され て い るか は不 明 で あ る。 そ こで 今
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回 我 々 は,歯 科 用 色 彩 計 を用 い て ロ ッ トナ ンバ ー

の 異 な る 同 一 製 品 につ い て 色 彩 学 的 な検 索 を行 っ

た 。

【材 料 】 シ ェ ー ドガ イ ドはA2,A3お よ び

A4で,各 シ ェ ー ドにつ き3つ の異 な っ た ロ ッ ト

ナ ンバ ー の シ ェ ー ドガ イ ドを そ れ ぞ れ5本 ず つ,

計45本 を使 用 した 。

【方 法 】A2群(A・B・C),A3群(D・E・F),

A4群(G・H・1)と 記 号 を割 り振 っ た 各 ロ ッ ト

につ い て,① 切 縁 部 ② 中央 部 ③ 歯 頸 部 の 色 調 を

歯 科 用 色 彩 計 シ ェ ー ドア イNCC(松 風)を 用 い

て 測 色,同 ロ ッ ト5本 の平 均 値 を各 シ ェ ー ドの代

表 値 と し,CIE1976L*a*b*表 色 系 に て 同 色 中 で

3つ の ロ ッ ト間 の色 差 を求 め た 。

【結 果 】A2群 で の 色 差 は,切 縁 部 に お け る

A-B問 の 色 差 が1.11と 最 大 で あ り,歯 頸 部 の

B-C間 が0.03と 最 小 で あ っ た。同 様 にA3群 で は,

切 縁 部D-E問 が1.47,歯 頸 部D-F問 がo.1O。A

4群 で は,歯 頸 部GーH問 が0.45,中 央 部H-1問

が0.02と い う結 果 を得 た 。

【考 察 】A3の 切 縁 部 で は1.47と い う最 大 の 色

差 が あ った が,こ れ は エ ナ メル 層 とデ ン テ ィ ン層

の境 目が ち ょ う ど計 測 点 付 近 だ っ た た め,計 測 値

に ば らつ きが 出 た た め と 思 わ れ た。 中 央 部 と歯 頸

部 に 関 して は,ど の ロ ッ ト間 に も0.5を 超 え る色

差 は な か っ た 。 人 間 の 目 で 判 別 で き る色 差 は2以

上 に な る の で,各 部 の 色 差 は 肉 眼 に は感 じ られ な

い 程 度 で あ り,シ ェ ー ドガ イ ドと して 十 分 な信 頼

性 が あ る と考 え られ た 。

【結 論 】 ビ タパ ンク ラ シ カル シ ェ ー ドガ イ ドは

極 め て 安 定 した 性 質 を持 ち,シ ェ ー ドテ イ キ ン グ

の 基 準 と して信 頼 性 の高 い 色 調 を有 して い る と確

認 で きた 。
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